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第 1章. 政党独裁国家における競争選挙という問い  
第 1節. 独裁国家の政治制度研究の問題点と本稿の問い 
第 2節．新たな類型と理論：エリート選抜制度の差異に着目して 
第 3節．方法 
第 2章．エリート選抜制度の 3類型 
第 1節．理論の基本設定 
第 2節．独裁者の課題 











































































































 第 4 章では、1960 年代以前から 1976 年までのメキシコの事例が分析される。メキシコ
では、メキシコ革命が勃発する 1910年以降、指名制が段階的に制度化されていったが、1960
年代に制度改革が行われ、党内予備選挙制度が導入され、連邦下院選挙でも選挙制度改革






























 第 6章では、1970年代後半以降のメキシコが分析対象とされる。第 4章で明らかにされ

























 本論文の独自性、特筆すべき学術的貢献としては、大きく分けて、以下の 3 点が挙げら
れる。 
















































 第 1 の点は、体制内エリート選抜制度の類型化の妥当性である。この点について、審査
委員から、本論文では、体制内エリート選抜制度は、指名制、複数候補者間の競争制、制
度化された野党を伴う政党間競争制という 3 つの類型に分けられているが、この類型化は
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